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愛知県保険医協会・「あいち医師・歯科医師九条の会」共催 

「憲法のつどい」 
★とき ３月４日（土）午後３時～５時 
★ところ 名古屋クラウンホテル 1 階「錦」 

（名古屋市中区栄 1-8-33、地下鉄伏
見・徒歩 5 分） ※協会伏見会議室で
はありませんのでご注意ください。 

★テーマ どうなる憲法、どうする憲法 
～2017 年の情勢と私たちの課題～ 

★講師 北川 善英 氏 

（横浜国立大学名誉教授） 
２０１６年参院選を経て、安倍内閣は改憲実現をいっそう加速しようとしてい

ます。これに対して、「改憲を許さない」「安保関連法の具体化を許さず廃止を」
などの広範な市民運動が展開されています。 

２０１６年参院選挙後の安保法制・憲法問題の動向や、改憲を許さないため
の課題について、立憲主義・民主主義をどう理解するかを含めて北川氏にご講
演をいただきます。 

★参加費 医師・歯科医師 1000 円、一般市民 500 円 

 改
憲
に
前
の
め
り
の
首
相
・与
党
…
…
今
国
会
で
発
議
も 

安
倍
首
相
は
二
〇
一
七
年
の
自
民
党
の
仕
事
始
め
で
「
憲
法
施
行
か
ら
七

十
年
の
節
目
の
年
で
も
あ
り
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
憲
法
は
ど
ん
な

憲
法
か
。
今
年
は
議
論
を
深
め
、
形
作
っ
て
い
く
年
に
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
、
年
頭
会
見
で
も
「
戦
後
の
そ
の
先
の
時
代
を
切
り
ひ
ら
く
次
な
る
七

十
年
を
見
据
え
な
が
ら
、
未
来
に
向
か
っ
て
、
今
こ
そ
新
し
い
国
づ
く
り
を

進
め
る
時
だ
」
と
強
調
し
て
い
る
。 

一
月
二
十
日
開
会
の
通
常
国
会
施
政
方
針
演
説
で
も
、「
新
し
い
国
づ
く

り
」
を
強
調
し
、
改
憲
案
を
提
示
す
る
た
め
に
憲
法
審
査
会
で
議
論
を
進
め

る
こ
と
が
「
全
て
の
国
会
議
員
の
責
任
」
と
ま
で
述
べ
て
い
る
。
自
民
党
二

階
幹
事
長
も
「
時
代
に
合
わ
せ
て
憲
法
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
」「（
今
国
会
で
の
改
憲
発
議
も
）
状
況
を
見
て
判
断
す
る
」
と
発
言
す

る
な
ど
、
政
権
幹
部
の
前
の
め
り
の
姿
勢
が
際
立
っ
て
い
る
。 

し
か
し
、
首
相
も
与
党
も
「
新
し
い
国
づ
く
り
」
と
い
う
も
の
の
、
現
行

憲
法
の
ど
こ
が
問
題
で
、
ど
う
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
は
一
切
口
に

し
て
い
な
い
。
安
倍
首
相
は
、「
自
民
党
は
、
改
憲
案
を
お
示
し
し
て
い
る
」

と
繰
り
返
し
の
べ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
十
分
に
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
自
民
党
憲
法
改
正
草
案
（
二
〇
一
二
年
）。
こ
れ
は
、「
陸
海
空
軍
そ
の

他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
国
の
交
戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
」

と
し
た
第
九
条
二
項
を
削
除
し
「
国
防
軍
」
創
設
を
明
記
す
る
と
と
も
に
「
公

益
及
び
公
の
秩
序
」
の
名
で
基
本
的
人
権
の
大
幅
な
制
約
を
可
能
に
す
る
な

ど
、「
憲
法
に
よ
っ
て
権
力
を
縛
る
」
と
い
う
立
憲
主
義
を
全
面
的
に
否
定
す

る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

し
か
し
、
多
く
の
国
民
は
改
憲
を
求
め
て
は
い
な
い
。「
毎
日
新
聞
」
一
月

二
十
二
日
の
世
論
調
査
で
は
、
現
行
憲
法
に
つ
い
て
国
会
で
改
正
の
議
論
を

「
急
ぐ
必
要
は
な
い
」
と
の
回
答
は
五
六
％
で
、「
急
ぐ
べ
き
だ
」
の
三
五
％

を
上
回
っ
て
い
る
。 

 安
保
法
具
体
化
…
…
殺
し
殺
さ
れ
る
危
険
が
現
実
に 

施
政
方
針
演
説
で
安
倍
首
相
は
、
日
米
同
盟
の
一
層
の
強
化
を
宣
言
し
た

が
、
安
保
法
制
（
戦
争
法
）
の
本
格
的
運
用
が
加
速
し
て
い
る
。
南
ス
ー
ダ

ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ
（
国
連
平
和
維
持
活
動
）
で
の
自
衛
隊
へ
の｢

駆
け
付
け
警
護
」
の

新
任
務
付
与
、
海
外
の
「
戦
闘
地
域
」
で
自
衛
隊
に
よ
る
米
軍
へ
の
兵
站
（
へ

い
た
ん
）
を
実
施
す
る
た
め
の
新
日
米
物
品
役
務
相
互
提
供
協
定
（
Ａ
Ｃ
Ｓ

Ａ
）
締
結
、
平
時
か
ら
自
衛
隊
が
米
軍
を
守
る｢

武
器
等
防
護｣

の
「
運
用
指

針
」
の
決
定
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
、
海
外
で
戦
争
し
て

い
る
米
軍
な
ど
に
対
し
、
い
つ
戦
闘
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
戦
闘
地
域
で

兵
站
な
ど
の
軍
事
支
援
を
可
能
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

し
か
し
、
昨
年
十
二
月
の
国
連
人
権
委
員
会
の
調
査
団
や
、
国
連
の
公
式

文
書
は
南
ス
ー
ダ
ン
が
事
実
上
の
内
戦
状
態
に
あ
る
と
繰
り
返
し
指
摘
し
て

い
る
。
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
軍
司
令
官
代
理
も
「
和
平
合
意
が
維
持
さ
れ
て
い
る
と
は

言
え
な
い
」、
ジ
ュ
バ
の
治
安
状
況
は
「
予
測
不
可
能
で
非
常
に
不
安
定
」
と

述
べ
て
い
る
。 

安
保
法
制
具
体
化
で
医
療
機
関
・
医
療
従
事
者
が
動
員
さ
れ
る
こ
と
も
重

大
で
あ
る
。
す
で
に
、
民
間
医
療
関
係
者
を
巻
き
込
ん
だ
日
米
共
同
演
習
で

医
療
支
援
の
実
戦
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
る
。
医
療
分
野
で
の
動
員
は
、
医
療

従
事
者
の
生
命
を
脅
か
し
、
通
常
の
医
療
提
供
体
制
に
も
影
響
を
与
え
る
。 

 

現
代
版
の
治
安
維
持
法
…
…
共
謀
罪
国
会
提
出
か 

政
府
は
、
通
常
国
会
に
「
共
謀
罪
」
の
趣
旨
を
盛
り
込
ん
だ
「
組
織
犯
罪

処
罰
法
改
正
案
」
提
出
を
狙
っ
て
い
る
。
過
去
三
度
廃
案
に
な
り
な
が
ら
、

四
度
目
は
共
謀
罪
の
名
称
を
「
テ
ロ
等
準
備
罪
」
に
変
え
、
対
象
に
な
る
団

体
を
「
組
織
的
犯
罪
集
団
」
に
限
定
す
る
か
ら
一
般
人
に
は
無
関
係
と
説
明

し
て
い
る
が
、
以
前
の
法
案
修
正
を
反
映
さ
せ
た
だ
け
と
い
う
も
の
だ
。
す

で
に
日
弁
連
・
愛
知
県
弁
護
士
会
な
ど
各
地
の
法
律
家
団
体
が
反
対
声
明
を

出
し
て
い
る
。 

共
謀
罪
の
最
も
危
険
な
本
質
は
、
犯
罪
は
行
為
で
あ
り
、
思
想
や
言
論
は

処
罰
し
な
い
と
い
う
近
代
刑
法
の
根
本
原
則
を
覆
す
こ
と
に
あ
る
。
幅
広
く

一
般
犯
罪
に
つ
い
て「
共
謀
」段
階
か
ら
処
罰
の
対
象
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

犯
罪
の
計
画
や
相
談
、
合
意
を
し
た
だ
け
で
処
罰
す
る
こ
と
は
、
警
察
を
は

じ
め
国
家
権
力
が
日
常
的
に
国
民
を
広
く
監
視
す
る
こ
と
に
な
る
。
共
謀
罪

は
、
憲
法
の
基
本
的
人
権
の
尊
重
と
の
関
係
で
、
重
大
な
問
題
を
生
む
こ
と

に
な
る
。 

日
本
で
は
す
で
に
テ
ロ
防
止
の
た
め
の
条
約
を
締
結
し
、
国
内
法
も
整
備

し
て
お
り
、
新
た
に
法
整
備
を
行
う
必
要
性
は
何
も
な
い
。
し
か
し
、
安
倍

首
相
は
、「
法
を
整
備
し
な
け
れ
ば
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
で
き
な
い
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
」
と
「
共
謀
罪
」
法
案
の
成
立
を
強
調
し
て
い
る
。
し

か
し
こ
の
論
理
は
お
か
し
い
。
平
和
な
う
ち
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
る

た
め
に
は
、
日
本
が
テ
ロ
の
標
的
に
な
ら
な
い
国
づ
く
り
が
基
本
。
九
条
に

よ
る
平
和
の
構
築
が
最
大
の
防
御
で
は
な
い
か
。ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
下
で
、

ア
メ
リ
カ
と
の
軍
事
同
盟
強
化
が
最
大
の
危
険
と
い
え
る
。 

「
共
謀
罪
」
は
、
モ
ノ
言
え
ぬ
監
視
社
会
を
つ
く
る
、
現
代
版
の
治
安
維

持
法
で
あ
り
、
断
じ
て
提
出
・
成
立
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

立
憲
主
義
・
国
民
主
権
な
ど
憲
法
の
原
則
を
踏
み
に
じ
る
暴
走
政
治
は
、

憲
法
・
経
済
・
社
会
保
障
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
ま
す
ま
す
強
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
喫
緊
の
国
民
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
平
和
と

民
主
主
義
を
守
る
国
民
運
動
と
の
共
同
が
私
た
ち
に
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

◇ 
 

◇ 
 

◇ 
 

◇ 
 

◇ 
 

◇ 

「
あ
い
ち
医
師
・
歯
科
医
師
九
条
の
会
」
は
愛
知
県
保
険
医
協
会

と
共
催
で
、
「
憲
法
の
つ
ど
い
」
を
三
月
四
日
に
北
川
善
英
氏
を
迎

え
て
開
催
す
る
（
左
囲
み
参
照
）
。 

「
あ
い
ち
医
師
・歯
科
医
師
九
条
の
会
」 

ニ
ュ
ー
ス 
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緊
急
事
態
条
項
は 

「立
憲
主
義
」の
転
換 

医
師
九
条
の
会
が
つ
ど
い 

「
あ
い
ち
医
師
・
歯
科
医
師
九
条
の
会
」
は
、
第
二
十
二
回
の
憲
法
の
つ
ど
い
を

九
月
二
十
四
日
（
土
）
、
協
会
伏
見
会
議
室
で
開
催
、
医
師
や
市
民
ら
四
十
八
人
が

参
加
し
た
。 

講
師
に
は
、
三
宅
裕
一
郎
氏
（
三
重
短
期
大
学
法
経
科
教
授
）
を
迎
え
、
「
ど
う

な
る
憲
法
、
ど
う
す
る
憲
法
―
―
二
〇
一
六
年
国
政
選
挙
後
の
私
た
ち
の
課
題
」
と

題
し
て
講
演
を
い
た
だ
い
た
。 

三
宅
氏
は
、
憲
法
と
は
私
た
ち
の
基
本
的
人
権
の
保
障
を
究
極
的
な
目
的
と
し
て
、

そ
の
た
め
に
国
家
に
必
要

な
こ
と
を
さ
せ
、
余
計
な
こ

と
を
さ
せ
な
い
こ
と
を
義

務
付
け
る
も
の
だ
と
「
立
憲

主
義
」
の
重
要
性
を
説
明
。

こ
れ
に
対
し
、
自
民
党
の
改

憲
草
案
は
憲
法
尊
重
・
擁
護

の
義
務
を
国
民
に
課
し
て

お
り
、
「
立
憲
主
義
」
と
真

逆
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま

う
と
強
調
し
た
。 

続
い
て
安
保
法
制
の
危
険
性
に
つ
い
て
、
政
府
が
「
後
方
支
援
」
と
呼
ぶ
「
兵
站
」

は
、
本
来
軍
事
作
戦
の
成
否
を
決
定
づ
け
る
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
安
保
法
制
で
拡

大
さ
れ
た
兵
站
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
る
自
衛
隊
員
の
リ
ス
ク
は
一
層
高
ま

る
と
し
た
。
ま
た
、
有
事
関
連
三
法
に
よ
っ
て
民
間
部
門
も
軍
事
に
組
み
込
ま
れ
て

い
く
と
し
て
、
医
療
従
事
者
な
ど
は
有
事
の
際
に
「
業
務
従
事
命
令
」
が
課
さ
れ
、

自
衛
隊
員
と
同
じ
く
他
国
に
協
力
を
求
め
ら
れ
た
り
、
「
物
資
保
管
命
令
」
に
よ
っ

て
製
薬
会
社
か
ら
医
薬
品
や
輸
血
用
血
液
な
ど
が
卸
せ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
と

し
た
。 

憲
法
「
改
正
」
議
論
で
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
緊
急
事
態
条
項
に
つ
い
て
は
、
大

統
領
緊
急
令
の
乱
発
か
ら
ナ
チ
ス
の
台
頭
に
繋
が
り
、
憲
法
自
体
が
瓦
解
し
た
ワ
イ

マ
ー
ル
憲
法
の
例
を
示
し
、
市
民
の
権
利
を
一
時
的
に
停
止
し
、
国
家
に
権
力
を
集

中
・
一
元
化
す
る
こ
と
は
「
立
憲
主
義
」
の
ベ
ク
ト
ル
の
転
換
に
な
る
と
強
調
。
政

府
は
緊
急
事
態
条
項
に
つ
い
て
「
災
害
な
ど
の
有
事
の
際
に
」
と
言
う
が
、
日
本
に

は
す
で
に
様
々
な
災
害
対
策
法
制
が
存
在
し
、
政
府
が
有
効
な
措
置
を
取
れ
な
い
の

は
、
単
に
政
府
の
準
備
不
足
に
よ
る
も
の
だ
と
述
べ
た
。 

最
後
に
、
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ひ
と
た
び
拳
を
振
り
上
げ
て
し
ま

え
ば
自
分
と
同
じ
生
身
の
誰
か
が
殺
し
殺
さ
れ
る
現
実
が
生
ま
れ
る
と
し
、「
戦
争
」

を
私
た
ち
自
身
の
問
題
と
し
て
捉
え
直
す
こ
と
が
大
切
だ
と
述
べ
た
。 

病
ん
だ
民
主
主
義
を

正
す
「
立
憲
主
義
」 

愛
敬
教
授
が
講
演 

保
団
連
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
（
愛
知
・
岐
阜
・

三
重
・
静
岡
の
四
協
会
で
構
成
）
は
、
十
二

月
十
八
日
に
協
会
伏
見
会
議
室
で
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
を
開
き
、
記
念
講
演
に
「
安
倍
改
憲
の

も
と
で
日
本
国
憲
法
の
価
値
を
考
え
る
」
の

テ
ー
マ
で
愛
敬
浩
二
氏
（
名
古
屋
大
学
大
学

院
法
学
研
究
科
教
授
、
九
条
の
会
世
話
人
）

を
迎
え
た
。 

愛
敬
氏
は
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
国
民
投
票
（
リ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
）
や
米
国
大
統

領
選
を
例
に
挙
げ
て
、
戦
後
欧
米
諸
国
が
築
き
上
げ
て
き
た
寛
容
さ
や
差
別
否
定
な

ど
を
主
な
特
徴
と
し
た
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
揺
ら
い
で
い
る
と
し
た
。
そ

の
指
標
と
し
て
、
世
界
の
資
産
保
有
額
の
上
位
六
十
二
人
の
総
資
産
が
下
位
五
〇
％

（
三
十
六
億
人
）
の
総
資
産
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
ス
ー
パ
ー
リ
ッ
チ
の
台
頭
な
ど
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
で
の
格
差
社
会
が
当
初
指
摘
さ
れ
た
以
上
の
速
さ
で
広
が
っ

て
い
る
こ
と
を
挙
げ
た
。
ま
た
、
ト
ラ
ン
プ
次
期
米
大
統
領
が
、
富
豪
や
軍
人
な
ど

を
閣
僚
に
重
用
し
て
お
り
、
日
米
安
保
に
と
っ
て
重
大
な
局
面
に
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。 

愛
敬
氏
は
、
憲
法
の
立
憲
主
義
は
、
十
七
～
十
八
世
紀
の
市
民
革
命
を
経
て
立
憲

主
義
（
諸
個
人
の
基
本
的
人
権
の
保
障
、
国
家
権
力
の
濫
用
防
止
）
が
形
成
さ
れ
た

と
し
た
。 

日
本
国
憲
法
を
め
ぐ
っ
て
は
、
憲
法
制
定
当
時
を
振
り
返
り
、
日
本
が
ア
ジ
ア
で

再
び
侵
略
と
植
民
地
支
配
を
犯
さ
な
い
こ
と
を
出
発
点
と
し
た
こ
と
、
「
九
条
に
代

表
さ
れ
る
平
和
主
義
」
「
国
民
主
権
」
「
市
民
的
自
由
」
「
二
五
条
に
代
表
さ
れ
る

生
存
権
」
が
戦
後
日
本
の
歩
み
の
基
本
と
述
べ
た
。 

日
本
の
今
日
的
な
問
題
と
し
て
安
倍
政
権
の
も
と
で
の
改
憲
に
つ
い
て
、
「
強
い

国
家
」
を
指
向
し
て
自
衛
隊
を
正
真
正
銘
の
軍
隊
と
し
て
海
外
派
兵
を
狙
い
、
専
守

防
衛
・
非
核
三
原
則
・
武
器
輸
出
三
原
則
・
防
衛
費
Ｇ
Ｎ
Ｐ
一
％
枠
な
ど
に
み
ら
れ

る
「
小
国
主
義
」
を
克
服
し
よ
う
と
し
て
い
る
下
で
、
改
憲
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
と
指
摘
し
、
新
自
由
主
義
的
構
造
改
革
や
教
育
改
革
な
ど
と
も
連
動
し
て
、
憲

法
が
保
障
し
て
き
た
社
会
権
の
弱
体
化
や
社
会
の
分
断
な
ど
が
生
じ
て
い
る
と
述

べ
た
。
そ
し
て
、
安
倍
政
権
は
戦
後
レ
ジ
ー
ム
か
ら
の
脱
却
を
謳
っ
て
、
日
米
同
盟

強
化
や
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
進
め
、
明
文
改
憲
と
解
釈
改
憲
と
が
そ
れ
ぞ
れ
具
体

化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
し
た
。 

憲
法
「
改
正
」
を
め
ぐ
っ
て
、
法
律
改
正
で
で
き
る
も
の
は
法
律
改
正
で
対
応
す

べ
き
と
し
、
そ
れ
で
も
憲
法
改
正
が
必
要
な
場
合
は
、
政
府
が
こ
れ
ま
で
許
さ
れ
な

か
っ
た
事
柄
を
可
能
に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
、
現
状
を
肯
定
す
る
た
め
の

改
正
は
あ
り
得
な
い
と
断
じ
た
。 

最
後
に
、
憲
法
「
改
正
」
は
、
改
憲
成
立
要
件
の
国
会
で
の
三
分
の
二
を
獲
得
す

る
可
能
性
の
あ
る
政
党
の
提
案
を
国
民
が
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
、
自
民
党

改
憲
草
案
（
二
〇
一
二
年
）
と
現
憲
法
と
、
ど
ち
ら
が
い
い
か
を
冷
静
に
選
ぶ
こ
と

が
必
要
と
結
ん
だ
。 

質
疑
の
中
で
、
立
憲
主
義
と
民
主
主
義
の
関
係
に
つ
い
て
問
わ
れ
、
愛
敬
氏
は
「
違

う
意
見
は
聞
か
な
い
な
ど
の
現
在
の
政
治
の
現
状
で
は
、
民
主
主
義
は
病
ん
で
い
る

と
も
言
え
、
立
憲
主
義
は
こ
の
病
を
正
す
機
能
を
持
つ
」
と
述
べ
た
。 

 

「
あ
い
ち
医
師
・
歯
科
医
師
九
条
の
会
」
ニ
ュ
ー
ス
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
や
、

愛
知
県
保
険
医
協
会
の
平
和
を
求
め
る
取
り
組
み
は
、
愛
知
県
保
険
医
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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講演する三宅裕一郎

氏（上） 


